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（コード  9929 東証第 2部） 

問合せ先 取締役管理統括本部長 髙木 修 
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連結業績予想の修正に関するお知らせ連結業績予想の修正に関するお知らせ連結業績予想の修正に関するお知らせ連結業績予想の修正に関するお知らせ    
 
 最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年 5 月 11 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お
知らせいたします。 
 

記 
 ●業績予想の修正について業績予想の修正について業績予想の修正について業績予想の修正について 
１ 平成 30 年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 9月 30 日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主
に帰属する
連結四半期純利益 

1 株当たり 
連結四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 
9,694 

百万円 
102 

百万円 
137 

百万円 
87 

円 銭 

8.82 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,200 50 98 61 6.28 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △494 △52 △39 △26  

増 減 率            （％） △5.1 △51.0 △28.5 △29.9  

（ ご 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 
（平成 29 年 3 月期第 2 四半期） 

9,479 91 129 78 8.00 

 

 

２ 修正の理由 

 売上高は、特殊紙関連需要が伸び悩み、主力としているファンシーペーパー・ファインボード・高級印刷紙
の特殊紙３品目を含むすべての品目で売上が減少し、前回予想を下回る見通しとなりました。 
利益面につきましても、販管費の削減に努めましたが売上高が減少した結果、営業利益及び経常利益、親会

社株主に帰属する四半期純利益とも、前回予想を下回る見通しとなりました。 
 なお、通期の業績予想につきましては、今後の受注の状況、販売費及び一般管理費の見通し等現時点では不
確定な要素もあることから、前回発表数字を変更しておりません。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は本
予想数値と異なる場合があります。 
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